
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の取組 

  －道徳教育の全体計画の見直しと各教科における道徳教育の展開方法例－

（県立岡崎工業高等学校）

 平成２１年３月に公示された新学習指導要領では、道徳教育は学校の教育活動全体を通

じて行うものとされている。しかし、教員が十分に理解し、意識しているとは言い難い。

そこで本校では、平成２２年度・２３年度に作成した全体計画をブレーンストーミングや

ＫＪ法を用いて、各教科及び分掌の代表、更には転任者や初任者をまじえて全体計画の見

直しを行い、本校の道徳教育の目標や取組を理解し、意識の高揚を図った。 

 

 

 

１ 全体計画の見直し 

関 係法 令

・ 教 育基 本法 ・ 学校 教育 法

・ 教 育諸 法規 ・ 学習 指導 要領

・ あ い ち の教育 に 関 す る ア ク シ ョン プ ラ ン ２

学校の 教育 目標 生徒 の実 態

・ 主体 的に 学習 す る 態度 を 育成 す る 。

・ 豊か な 教 養と工 業人 とし て 必要 な 知識 ・技術 ・技 能を 備え るよ う

に 育成 す る 。

・ 心身 とも に ， 健 康で 向 上心 に 富む 人材 を 育成 す る 。

部活動 や資 格取 得に 積極 的に 取 り組 む生徒

が 多い 。約 ８割が 就職 を 希望 し， 大 半が 製造 業

に 就 職す る。

地 域社 会の 要請

道 徳教 育の 重点 目標

家 庭と の連携

自 動車 関連 産業

を 中 心とし た 地 域

に 立 地し ， 製造 業

を 支 え る工 業人 の

人 材育 成機 関と し

て の 期待 が大 き い 。

豊かな心をはぐくみ 、

技術者として の倫理観を養う。

教 科 ・ 科 目

国

語

地

歴

公

民

数

学

理

科

保

体

芸

術

外

国

語

家

庭

工

業

想像 力 ・ 共 感力 ・ 表現 力を 鍛 え ，自己

を 見つめ ， 他者 との 関係 を結 ぶ力 を 養 う

過去 の歴 史に お け る 人間 の営 みを 学習

す る こと で ， 現代 の諸 問題 に 積 極的 に 取り

組む 姿勢 を育 て る 。

正義 ，公正 に つ い て 理 解さ せ ，国 際社 会

に 係わ る 現代 社会 の諸 問題 をと りあ げ ，主

体的 に 生き る 力を 育 て る 。

他の 生徒 が発 表す る 場 面で ，自 分と は異

な る 考え で も 聞い て 受け 入 れよ うと す る 姿

勢を 育 て る。

自然 に 対す る興 味関 心 を高 め ，人 間と 自

然と の関 わり を理 解さ せる とと も に ， バ ラ ン

ス のと れた 科 学的 な 自然 観を 育 成す る 。

集団 の中 で の公 平な 判 断と 相手 を思 い や

る 精神 を養 う。

感性 と情 操を 培い ，個を 尊重 す る 精 神を

養う。

異文 化を 尊 重す る 姿 勢を 養 うととも に 積

極的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 ろう とす る 態

度を 育 て る。

男女 が協 力し て家 庭や 地域 の生 活を 創

造す る態 度を 養 う。

社会 の形 成に 主 体的 に 参画 す る 態 度と

規範 意識 や倫 理観 ，道徳 観を 養う 。

特 別 活 動

分掌

道 徳教育 の全 体計 画 （見直 し後 ）

校 訓

勤勉 誠実 健康 実力主義

保護 者の 願い

式典等 を 通し て ， 生徒 の自 校愛 を育 て ，

責任と 礼節 を 重ん じ る 態度 を 育て る 。

Ｈ

Ｒ
活

動

生
徒
会
活

動

学

校
行

事

ホ ー ムルー ムの 一員と して ， 他者 を認 め ，望 ま しい 人 間関 係

を 築 く 。 ま た ， 集 団の 中に お け る 自己 の役 割を 自覚 し， 協 力し

て 問 題解 決に あ た る姿 勢を 養 う。

〈第 １学年 〉 ： 学 校行 事等 を通 して ，コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図る
態 度を 養う 。

〈第 ２学年 〉 ： 修 学旅 行等 を通 して ，他 者を 思 い や り協調 して
行 動す る 姿 勢を 養 う。

〈第 ３学年 〉 ： 最 上級 生の 自覚 をも ち ， 社会 人と して の マ ナ ー
や モ ラル を 身に 付 け させ る 。

校 内外に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 や地 域の 社会 活動 への

参 加を 通じ て ， 思い やりの 心や 奉仕 の精 神 ，公 共の 精神 を

育 て る。

学 年を 超え た 人 間関 係を 基 盤と し， 学 校生活 に 変 化を 与 え ，

集団 への 所属 間を 深 め ，学 校生 活の 更な る 充実 と発 展に 資す

る 態度 を 育成 す る 。

地域 との 連携

・ 公 開授 業

・ 文 化祭

・ 学 校評 価委 員会

・ 奉 仕活 動

・ 地 域人 材育 成事 業

・ 公 開授業

・ 教 育相談

・ Ｐ Ｔ Ａ活 動

・ 保 護者会

・ 岡 工だ よ り

異 校種と の連 携

・ 小 学生 の安 全登 校ボ ラン テ ィ ア ・ 小 学生 工作 教室
・ 小 ・中 学校 技術 ・家庭 科展 ・ み あ い 養 護学 校と の交 流

・ 中学 生体 験入 学

総

務

教

務

生

徒
指
導

生

徒

会

保

健

進
路
指
導

授業を 受 け る マ ナ ー を徹 底す るこ と で 、助

け 合い や 他者 を 思い やる 精神 を 育て る 。

学校行 事や 部活 動を 通 じて 、 集 団の 中で

自己の 役割 を 認識 させ る ととも に 、 他 者を

認め 、思 い や る 心を 育て る 。

校内外 の美 化活 動を 通 じて 、 社 会貢 献の

精神 を育 成す る 。

読書を 通 じて ， コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・ 自己

表現 ・ 規範 意識 な ど 豊か な 人間 性を 培う 。

キ ャ リア 教育 を 通じ て ， 生徒 に 望ま し い 職

業観 ・ 勤労 観を 身 に 付け さ せる とと も に ，

自立心 や責 任感 を 培う。

工

務

研

修
情
報

情報モ ラ ル 教育 を通 じて 、 情 報通 信に お

け る エチ ケ ット を 指導 す る こ とで 他 者に 対

す る 思い や りの 心を 育 て る 。

他者の 人格 を 尊重 しな が ら， 自 己の 歩む

べき 道を 見 つ け る こ とので きる 人 間を 育成

す る 。

図

書

地域と の交 流を 通 して ， 生 徒の 社会 性を

高め ，社 会貢 献の 精神 を 養 う。

希望 す る 進路 実現 の

ほ か、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

能 力や よ りよ い 人 間関 係

の 構築 を 図る 能力 の向 上

を 期 待し てい る 。
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高等学校における道徳教育の中心は、「人間としての在り方生き方について自覚を深める」 

ことにあるが、その中心となる公民科以外の教科では、実際にどのように進めていけばよい 

か、具体的な授業をイメージしにくい面がある。それは、１時間の授業全体を道徳教育に当 

てはめる必要があるという意識にとらわれているからではないだろうか。 

そこで、「マイクロインサーション」という手法を高等学校の授業に利用してみることを 

考え、学校全体で道徳教育を進める取組の一つとして実践している。 

 

 

【マイクロインサーションとは】 

   マイクロインサーションとは、工学・ 

技術教育において、倫理的な価値を問う 

話題を少し挿入することで、技術者とし 

ての「在り方」に対する感度を高めるこ 

とを目指すものである。すでに金沢工業 

大学科学技術応用倫理研究所等で、マイ 

クロインサーション手法を取り入れた技 

術者倫理教育の構築が進められている。 

 

 

 

 

  【例①】 

電力技術（工業・電気） 

主題：エネルギーの資源の可採年数 

 

   限りある資源の有効利用 

 

   高効率化・生産性の向上 

     

 

 

 

 

 

 

 

活用

★各教科への応用★ 

道徳教育を独立した科目と

して扱うだけでなく、各科目

の中に道徳的な話題を埋め込

む。 

【例②】 

機械設計（工業・機械デザイン） 

 主題：優先席って必要？ 

   

《教科的視点》 

 電車の「ガタンゴトン」の音の原因

はレールの隙間によることから、金属

は熱によって膨張・収縮し、この金属

が両端を固定されていた場合、熱応力

が生じることを説明し、理解させる。

 

《道徳的視点》 

 バスや電車には優先席がある。この

席が存在する意味を考えさせるとと

もに、今後生活する中で、どのように

行動すべきかを考えさせる。 

電気工学あるいは技術

上・運用上の内容 

○他人を思いやる心 

○民主的な社会・国家

の発展に努める 

○環境保全に努める 

道徳的

観点を

加える 

２ 各教科で進める道徳教育 

３ マクロインサーションの活用例 


